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基本設計方針から工認添付説明書及び様式－１への展開表 

【対象施設：非常用取水設備】 

基本設計方針 
工認添付説明書との関係 様式 1への反映結果 

変 更 前 変 更 後 

用語の定義は「発電用原子力設備に関する技術基

準を定める省令」，「実用発電用原子炉及びその附属

施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則」及び

「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に

関する規則」並びにこれらの解釈による。 

用語の定義は「実用発電用原子炉及びその附属施

設の位置，構造及び設備の基準に関する規則」及び

「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に

関する規則」並びにこれらの解釈による。 

－ 
－ 

（用語の定義のみ） 

第１章 共通項目 

非常用取水設備の共通項目である「1. 地盤等，2. 

自然現象，3.火災，4. 溢水等，5. 設備に対する要

求（5.2 材料及び構造等，5.3 使用中の亀裂等によ

る破壊の防止，5.4 耐圧試験等，5.5 安全弁等，5.6 

逆止め弁，5.7 内燃機関，5.8 電気設備の設計条件

を除く。），6. その他（6.3 安全避難通路等，6.4 

放射性物質による汚染の防止を除く。）」の基本設計

方針については，原子炉冷却系統施設の基本設計方

針「第１章 共通項目」に基づく設計とする。 

第１章 共通項目 

非常用取水設備の共通項目である「1. 地盤等，2. 

自然現象，3.火災，4. 溢水等，5. 設備に対する要

求（5.2 材料及び構造等，5.3 使用中の亀裂等によ

る破壊の防止，5.4 耐圧試験等，5.5 安全弁等，5.6 

逆止め弁，5.7 内燃機関，5.8 電気設備の設計条件

を除く。），6. その他（6.3 安全避難通路等，6.4 

放射性物質による汚染の防止を除く。）」の基本設計

方針については，原子炉冷却系統施設の基本設計方

針「第１章 共通項目」に基づく設計とする。 

－ 

1. 共通的に適用される設計 

第２章 個別項目 

1. 非常用取水設備の基本設計方針 

第２章 個別項目 

1. 非常用取水設備の基本設計方針 

－ － 

（追加要求事項なし）

設計基準事故に対処するために必要となる残留熱

除去系，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電機に使用する海水を取水し，

導水するための流路を構築するため，取水構造物を

設置することにより冷却に必要な海水を確保できる

設計とする。なお，取水構造物は，海と接続しており

容量に制限がなく必要な取水容量を十分に有してい

る。 

設計基準事故に対処するために必要となる残留熱

除去系，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電機に使用する海水を取水し，

導水するための流路を構築するため，取水構造物を

設置することにより冷却に必要な海水を確保できる

設計とする。なお，取水構造物は，海と接続しており

容量に制限がなく必要な取水容量を十分に有してい

る。 

【33条 15】 

－ 

また，基準津波に対して，残留熱除去系海水系ポン

プ，非常用ディーゼル発電機用海水ポンプ及び高圧

炉心スプレイ系ディーゼル発電機用海水ポンプが引

き波時においても機能保持できるよう，貯留堰を設

置することにより冷却に必要な十分な容量の海水が

確保できる設計とする。 

【33条 16】 

Ｖ-1-1-3 取水口及び放水口に関する説明書 

  2. 基本方針 

  3. 取水口，取水構造物及び貯留堰並びに緊急用海

水系の取水設備 

Ｖ-1-1-4-8-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説

明書（その他発電用原子炉の附属施設

【非常用取水設備】） 

2. 冷却水の容量を確保するための設計 

(1) 入力津波に対する取水性の評価 

(2) 冷却に必要な海水の貯留容量の設定及び貯留す

るための設備の設計 
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基本設計方針 
工認添付説明書との関係 様式 1への反映結果 

変 更 前 変 更 後 

Ｖ-2 耐震性に関する説明書 

Ｖ-2-10-4 非常用取水設備の耐震性についての計算書 

－ 

非常用取水設備の取水構造物及び貯留堰は，設計

基準事故対処設備の一部を流路として使用すること

から，流路に係る機能について重大事故等対処設備

としての設計を行う。 

【62条 15】【62 条 22】【62 条 32】【62 条 41】【63 条 3】

【64条 18】【64 条 27】【64 条 37】【64 条 45】【65 条 9】

【66条 34】 

Ｖ-1-1-3 取水口及び放水口に関する説明書 

  2. 基本方針 

  3. 取水口，取水構造物及び貯留堰並びに緊急用海

水系の取水設備 

Ｖ-1-1-4-8-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説

明書（その他発電用原子炉の附属施設

【非常用取水設備】） 

Ｖ-2 耐震性に関する説明書 

Ｖ-2-10-4 非常用取水設備の耐震性についての計算書 

2. 冷却水の容量を確保するための設計 

(1) 入力津波に対する取水性の評価 

(2) 冷却に必要な海水の貯留容量の設定及び貯留た

めの設備の設計 

－ 

重大事故等に対処するために必要となる可搬型代

替注水中型ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプの

取水箇所としてＳＡ用海水ピットを設置し，ＳＡ用

海水ピットに海水を導水するため，ＳＡ用海水ピッ

ト取水塔及び海水引込み管を設置する設計とする。 

【62条 11】【64 条 10】【66 条 10】【66 条 23】【69 条 15】

【69条 25】【69 条 31】【69 条 41】【69 条 46】【69 条 50】

【70条 4】【70条 11】【71 条 16】 

Ｖ-1-1-3 取水口及び放水口に関する説明書 

  2. 基本方針 

  3. 取水口，取水構造物及び貯留堰並びに緊急用海

水系の取水設備 

Ｖ-1-1-4-8-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説

明書（その他発電用原子炉の附属施設

【非常用取水設備】） 

2. 冷却水の容量を確保するための設計 

(1) 入力津波に対する取水性の評価 

(2) 冷却に必要な海水の貯留容量の設定及び貯留た

めの設備の設計 

－ 

なお，ＳＡ用海水ピット取水塔，海水引込み管及び

ＳＡ用海水ピットは，海と接続しており容量に制限

がなく必要な取水容量を十分有している。また，引き

波時のＳＡ用海水ピットの水位低下時においても十

分な容量の海水が確保できるよう，可搬型代替注水

中型ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプを十分低

い位置に設置する設計とする。 

【71条 17】 

Ｖ-1-1-3 取水口及び放水口に関する説明書 

  2. 基本方針 

  3. 取水口，取水構造物及び貯留堰並びに緊急用海

水系の取水設備 

Ｖ-1-1-4-8-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説

明書（その他発電用原子炉の附属施設

【非常用取水設備】） 

2. 冷却水の容量を確保するための設計 

(1) 入力津波に対する取水性の評価 

(2) 冷却に必要な海水の貯留容量の設定及び貯留す

るための設備の設計 

－ 

重大事故等に対処するために必要となる残留熱除

去系，代替循環冷却系及び代替燃料プール冷却系の

冷却用の海水を確保するために，緊急用海水ポンプ

の流路として，ＳＡ用海水ピット取水塔，海水引込

み管及びＳＡ用海水ピットに加え，緊急用海水取水

管及び緊急用海水ポンプピットを設置する設計とす

る。 

【62条 18】【62 条 25】【62 条 35】【62 条 44】【63 条

34】【64 条 21】【64 条 30】【64 条 40】【64 条 48】【65

Ｖ-1-1-3 取水口及び放水口に関する説明書 

  2. 基本方針 

  3. 取水口，取水構造物及び貯留堰並びに緊急用海

水系の取水設備 

Ｖ-1-1-4-8-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説

明書（その他発電用原子炉の附属施設

【非常用取水設備】） 

2. 冷却水の容量を確保するための設計 

(1) 入力津波に対する取水性の評価 

(2) 冷却に必要な海水の貯留容量の設定及び貯留

ための設備の設計 
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基本設計方針 
工認添付説明書との関係 様式 1への反映結果 

変 更 前 変 更 後 

条 8】【66条 37】【69 条 62】 

－ 

なお，ＳＡ用海水ピット取水塔，海水引込み管，Ｓ

Ａ用海水ピット，緊急用海水取水管及び緊急用海水

ポンプピットは，海と接続しており容量に制限がな

く必要な取水容量を十分有している。また，引き波時

においても非常用取水設備を構成する一連の系の保

有水にて冷却に必要な十分な容量の海水が確保でき

る設計とする。 

【63条 34-1】 

Ｖ-1-1-3 取水口及び放水口に関する説明書 

  2. 基本方針 

  3. 取水口，取水構造物及び貯留堰並びに緊急用海

水系の取水設備 

Ｖ-1-1-4-8-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説

明書（その他発電用原子炉の附属施設

【非常用取水設備】） 

2. 冷却水の容量を確保するための設計 

(1) 入力津波に対する取水性の評価 

(2) 冷却に必要な海水の貯留容量の設定及び貯留す

るための設備の設計 

2. 主要対象設備 

非常用取水設備の対象となる主要な設備について，

「表 1 非常用取水設備の主要設備リスト」に示す。 

2. 主要対象設備 

非常用取水設備の対象となる主要な設備について，

「表 1 非常用取水設備の主要設備リスト」に示す。 

－ 
－ 

（「主要設備リスト」による） 


